
冊子テンプレート
A4 1P (210 mm×297 mm )

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より

色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について

・ページ数は表紙も含めた数になります

・データは1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください

学生奮戦記 2018年は長野県出身の在学生たちの活躍が目立った1年となりました。
今回はその中から、2人の在学生の活動をご紹介します！

国際福祉開発学部
国際福祉開発学科４年

社会福祉学部
社会福祉学科 3年

松本オフィス通信
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No.１ 学生奮戦記

No.２ 2018信州+（プラス）

No.５ 行動する学問 オープンキャンパスバスツアー

No.６ 大学スタディ・ツアー・ふくしのお仕事紹介

No.７ 心理臨床学科の案内・アート＆クラフト展

No.８ 入試情報・イベント情報

留学経験は一生の宝
英語教員を目指すようになってか

ら「少しでも英語力を伸ばしたい」、
「社会に出る前に海外経験をしたい」
と思い、教育実習が終わった４年次
後期から約1年間、アメリカ・ワシン
トン州の大学に留学をしました。
英語学習はもちろんのこと、現地の人や他国からの留学生と関

わり、本当にたくさんのことを学ぶことができました。そこでの
経験は私の人間性を成長させてくれ、そして私の一生の宝です。

教員を目指したきっかけ
私が本格的に英語教員を目指したきっかけは、３年次に半年間取

り組んだ本学付属高校での「国際協働インターンシップ」で教師と
いう職業の魅力にはまったことです。
実際の教育現場を自分の目で見たことにより、教員の仕事の大

変さだけでなく、やりがいを感じました。
４年次の教育実習では教壇に立ち授業を
する中で、生徒たちと真剣に向き合うこと
の楽しさを実感しました。どうすれば生徒
たちが楽しく授業を受けてくれるだろうか
と考え、その授業に一生懸命取り組む姿を
見ることができたことは、嬉しくて今でも
忘れません。

国際協働インターシップとは
教員を目指すきっかけとなった「国際協働インターンシップ」は

国際福祉開発学部ならではの取り組みで、教育実習に行く前の良い
事前準備となりました。授業以外の仕事（配布物の印刷や補習テキ
ストの製本等）に関しても学んでいたため、教育実習時も苦労する
ことなく行うことができました。
大学での講義では模擬授業の機会が多くあり、教授や教職課程の

履修者たちからのフィードバックをもらうことで反省点を活かしな
がら次の授業の指導案作りに取り組むことができました。

4月からいよいよ先生に！
春から学校の先生になると思うと楽しみな反面、不安と緊張で

いっぱいというのが正直なところです。しかし、どんな学校でど
んな生徒たちと関われるのだろうかと想像すると、ワクワクして
きます。

最終学年になってから教職課程に一生懸
命取り組んできましたので、そこで学んだ
ことを存分に発揮しながらも新しいことに
果敢に挑戦し、英語好きな生徒が少しでも
増えるよう、そして日本の英語教育がより
良くなるよう、精一杯努めたいと思ってい
ます。

にっぷくにこにこカルタ

２年次に認知症啓発を目的とした
「にっぷくにこにこカルタ」を講義の
一環で作成しました。
すべての人に、認知症に対して正し

い理解をしてほしいと願い、声掛けや
接し方の方法を伝えられるよう、読み
札やイラストに工夫しました。
このカルタには、「認知症」という

言葉は一切使用していません。大人か
ら子供までカルタという身近な遊びを
通して、認知症は怖いという偏見をなくし、誰もが住みやすい
社会になってほしいという願いもこめられています。
現在、このカルタはイベントなどで使われる他、高齢者施設

や小学校に寄贈され、多くの方に使っていただいています。
ゼロの状態から自分たちで絵札や読み札を考案したり、手作

業でカルタを切り貼りしたりという行程には大変なこともあり
ましたが、一生懸命作ったものが形になる喜びや世の中に発信

できることの喜びは忘れられな
い経験になりました。
今後このカルタがもっと多く

の方に広まり、認知症への理解
が進むことを期待しています。

地域のみなさんが気軽に集まれる
「コミュニティスペース」を作りたい

「地域福祉」に関心があり、大学では日々多く
のことを吸収しています。講義は座学だけではな
く、NPO法人の障害者就労支援施設へ行ったり、
大阪西成区へフィールドワークに出かけたりと、
地域や現場で課題を調査したり、体験を通して学
ぶ機会が多くあります。
また、「DoNaBe-Netにっぷく」というサー

クルに入り、日本福祉大学が位置する美浜町の住
民と『食』をツールに地域交流をしています。
大学生と住民がつながることによって、まちづくりや災害に備え

「顔の見える関係づくり」を目指しています。そのため、自分たちで
企画したイベントを地域の公民館で開催したり、地域行事の夏祭りな
どのへも積極的に参加しています。徐々に地域の方とつながりが生ま
れ、久しぶりお逢いした住民の方が私の名前を憶えていてくれ、声を
かけてもらった時はとても嬉しかったです。
私は大学で人として生きていく上で大切なことを学び、考え、知る

ことができました。多くの友人や先生、先輩、後輩に恵まれ充実した
生活を送っています。
将来は地元に戻り、大学での学びを活かし、地域の人々の居場所や

生きがいをつくる場所となる「コミュニティスペース」を作りたいと
考えています。そのためにも、残りの大学生活では更なる学びを深め

社会福祉士取得のために勉強も頑張りたいと思います。

佐藤 星 さん
（野沢北高校出身）

天野 歩未乃 さん
（篠ノ井高校出身）
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